




























油谷エアーウインチの特徴油谷エアーウインチの特徴

仕 様

主要寸法

ゆとりの設計

ゆとりのある設計により能力以上の力を発揮します。

安全重視の設計

給気ストップ時にはエアーブレーキが自動的に作動。非常

時にも安心です。

耐久性抜群メンテナンスフリー

長年の技術と考え抜かれた設計に裏付けされた抜群の耐久

性。

操作は簡単

起動、停止は円滑、運転中の速度調整も自由自在。

コンパクトで軽量

多翼式ロータリエンジン採用で高能率化。

斬新な減速機構で軽量コンパクト化。
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ロープ取付は別途です。



エアーウインチ 型エアーウインチ 型

用 途
ユタニエアーウインチの優秀な性能により次のようなとこ

ろで有効かつ広範囲に使用されております。

造船所、船舶内

鉱山

産業機械工場

一般土木建築業

仕 様

主要寸法

型式名の説明
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標準ドラム

能 力

長ドラム

ロープ取付は別途です。



エアーウインチ 型エアーウインチ 型

仕 様

主要寸法
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３ 、５ 、 型はロータリエンジンを駆動し、特殊の減

速機構を用いて、適当な速度をだすように設計されています。

本機種も小型にして出力強大、取扱安易、耐久性にすぐれ、

各種工場、造船所、鉱山などに使用され、好評を得ている、

安全かつ高能率な機器であります。

本機には自動停止ブレーキ装置を内臓し、指定荷重を安全に

支持するのを保証いたします。

ロープ取付は別途です。



エアーウインチダビット型エアーウインチダビット型

仕 様

主要寸法
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型 型

油谷式ダビットは 型

ウインチと組合せてタンカー等におけるスラッジを船底より

甲板上に引揚げる作業に使用する機器です。船舶雑用ウイン

チとしても広く利用されております。

ダビットには馬蹄型 型、 型、 型と差込型 型があり、

一人で運搬し、一人で操作して、船上での作業の高能率を得

ることができます。
（ ） （ ）

型式名の説明

型
馬蹄型

型
馬蹄型

型
差込型

型
馬蹄型

上記寸法は一例でありますので、ご注文の際は取付寸法をご指示下さい。



型型

仕 様

主要寸法
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上記寸法は一例でありますので、ご注文の際は取付寸法をご指示下さい。

型型

型 型
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２．使用上の御注意
空気圧力を （ または ）にして下さい。
乾燥した清浄な空気を使用して下さい。
定時注油を実施して下さい。
使用前にネジ部およびナットの弛みを十分点検して下さ
い。
安全のため、作業が終りましたらエアーモータ、エアー
ウインチのバルブおよびストップバルブが閉じているこ
とを確認して下さい。作業を再会する場合、エアーモー
タ、エアーウインチのバルブが閉じているのを確認して
からストップバルブを開けて下さい。
製品の管理上、定時検査を実施して下さい。

３．給 油
エンジン部 タービン油（ ）
ギヤケース部 ギャー油 、オイルゲージがない場
合にはリチウムセッケン基グリース 。

４．故障原因とその処置
エアーは入っているがスタートしない。
原因 ロータベーンの膨張。
処置 エンジンを分解し、ロータベーンの長さがローター

の長さより ． ． 短くなるよう調整する。
作動中、急に停まった。
原因 砂、ゴミなどのエンジン内への吸い込み、または、

ロータベーンの破損。
処置 エンジンを分解し、オイル洗浄する。または、ロー

タベーンを取替える。
エンジンがオーバヒートし、出力が低下した。
原因 潤滑不足
処置 十分に給油する。作業を中止し、エンジンを冷却

する。
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取扱説明取扱説明

１．配管（図２参照）
配管取出口は、エアータンクの底面より充分高い位置に
設けて下さい。
全ての配管は 以上の勾配を設けてふ設して下さい。
配管径はエアーモータの空気消費量を充分満足できる大
きさにして下さい。
主管からの取出口はその管の高所部から取り出し、低所
部やめくらの部には必ずドレン分離器を設けて下さい。

図２ 配管


